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子どもの「隠れ便秘」？ 慢性化する前に・・・
NPO 法人日本トイレ研究所の昨年秋の調査で小学生の 24.5%、中学生 18.4%が便秘の疑いがあ
ると言っています。一方、国民生活基礎調査では、実際に診断されている割合はわずか 0.7%と
非常に少ない結果となっています。「診断されている」数なので、「疑い」の数より少ない

のは普通ですが、この約 37倍もの差は、子どもの便秘が
いかに見過ごされているのかととも考えられます。

たかが便秘、されど便秘ではありませんが、便秘が体

に与える影響（枠）は恐ろしいものがあるようです。特

に注意してほしいのは、赤ちゃんの便秘です。多くの保

護者が経験する最も一般的な悩みで、「うんちが何日も

出ていない」とよく聞きます。通常母乳栄養は腸内の善

玉菌を育てる多種多様なオリゴ糖が含まれており、消化

器官が未発達で、腹筋も弱く、排便に必要な押し出す力

も弱い生後 3ヶ月頃までの赤ちゃんには便秘になりにく
いすぐれた栄養です。しかし、母乳栄養で育っている赤ちゃんが便秘状態になることもあります。「何日

も便が出ない」状況になったら、まず、ちゃんと母乳が飲めているか？体重が増えているか？を見直して

ください。飲めていない場合は便秘でなく、便の材料となる栄養が不足している状態で、見せかけの便秘

なのです。飲めていて体重増加が良好なのに便が出にくい、それが本当の便秘で、まずは見分けてくださ

い。人工乳の場合は母乳よりラクトースが少なく、同等の多様なオリゴ糖を含まないため、母乳に比べる

と便が硬く出しにくい性状となり、一日 1～ 2回と排便回数は少なくなる傾向があります。そういったこ
とを理解していても、単に排便回数だけで便秘と判断するの

は間違っているそうです。便の性状も関係すると言われてい

ます。極端な例では毎日排便があっても硬くてコロコロの便

が出ている場合は便秘なんす。

子どもの便秘の場合、「悪循環」（枠左記）が進行し、慢性

化されるのだそうですが、そういった子ども達の中には乳幼

児期からの便秘を引きずっている場合が多いとも言われてい

ます。赤ちゃんの時は親が便を観察できます。回数だけでな

く、その臭い（臭さが強くなる）、色（茶色の濃い色になる）、形（離乳食が入るまで

は形はない、離乳食量が増えると形が出てくるが、コロコロは重症）等にも注意を向

けて、早い段階で便秘解消に向けて食や水分、マッサージや運動、生活リズム等の改

善を図ってあげてください。
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便秘が体に与える影響
●毒素が全身に拡散し健康を損なう・・・便が腸内に長期間
滞留すると腐敗が進み、アンモニアやインドール等の有害物
質が腸壁から吸収され、血液を通じて全身に拡散し、肝臓に
負担を与えることで、肌荒れや慢性疲労、血液検査異常な
どの健康被害引き起こす。
●腸の働きが更に鈍り、便秘が慢性化・・・便秘が慢性化し、
腸閉塞や痔のリスクが増加
●慢性疾患や重大な健康リスク・・・腸内環境の悪
化が続くと、大腸癌や生活習慣病、更には免疫力
の低下による感染症のリスク高まる

子どもの便秘の悪循環
1．硬い便によって痛い排便を経験する
2．子どもは排便と痛みを結びつけ、痛みを避けるため
に意識的に我慢する。更に便意に応えないでいると、
体は少しの便量ではサイン（便意）を出さなくなる（便を
ため込む癖）。
3．便が直腸に永く留まることで、更に便から水分が吸
収され、便はもっと硬く、大きくなる
4．これが更に痛い排便を引き起こし、悪循環を強化

妻と一緒に選んだ産み方
渡辺勝敏

この春、長男が妻の実家で生まれました。早朝に

電話をもらい、出張先のホテルから駆けつけた結果、

数時間にわたって一緒にお産に臨むことができまし

た。3人の助産婦さんと妻、そして子供のおかげで、
とても自然で感情の密度の高い、忘れられない時間

を過ごすことができました。

私は半年前までは、立ち会い出産でさえ何か特別

な人たちのすることだと思っていました。半年間の

妻の教育（洗脳？）のおかげで、病院での出産が女

性に不自然な苦痛を与えることがあること、

妻が分娩台ではなく畳の上で産みたいこと、

産み方を選ぶことが妻にとって非常に重要

なことが少しずつ分かってきました。さ

すがに予定日まで一月を切ってから自宅産をするこ

とになったときは驚きましたが。

出産は、緊張感はあるものの、日常の延長のよう

に進みました。前後を合わせると 6 時間以上かかっ
たのが嘘のように、あっという間でした。頭が少し

見えてから、私が一人内心あせっていたように思い

ます。助産婦さんたちは忍耐強く、子供が出てくる

タイミングを待ち、妻をサポートしてくれました。

見慣れた頭頂部に続き柔らかく白っぽい顔が 「ぽ
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ろん」と出てきて、片手だけを出して「ほにゃあ」

とやさしく泣いたときのことは、今でも子ども顔を

見ながら妻とよくお産の時の話をします。

私も妻も動物の生態や進化学を学び、研究を行っ

てきました。そのためか、人間も長い過酷な進化の

歴史を生き抜いてきた動物であり、基本的に少しの介助

があれば、子供は自然に生まれるということを素直に受

け入れることができました。その日を迎える

ために、妻が食べ物に気をつけ、歩くのに

励み、胎動を愛しみ、そしてどのような誕

生の場を用意したいのかを主張する様子は

新鮮でした。もしもの時のことも考えましたが、妻

が、そして最終的には私も一緒に選んだ産み方と妻の

動物としての力を信じ、一緒によいお産に臨むことがで

きたのは、本当によかったと思います。助産婦さんた

ち、そして協力してくれた妻の家族に心から感謝し

ています。 （ニュースレター No．28 より）
主体的で自然なお産を！

夫より

「助産院で産みたい」の妻の一言で

私の人生観は大きく変わりました。そ

れまでは多くの人達がそうするように、

私も評判の良い産婦人科で出産をさせようと考えて

いました。

私は幸せの物差しを世間一般の尺度で計り、妻に

押しつけようとしていたのです。しかし、妻は自分

の意見をしっかりと持っており、医療介入のない自

然な形でお産の出来る助産院を選びました。幸せの

物差しは自分の尺度で計ることが大切で、物事の本

質は何所にあるのか、あるべき姿を見極めることは

とても大切だという事を教えられたのです。それま

での私は助産院に対する知識もなく、ただ妻にスト

レスが無いのが一番だと思って助産院に行ったのが

始まりでした。何事にも通ずることですが、人と人

のつながりは信頼関係を保つ事が大事です。Ａ先生

はとても頼りになるパワフルな先生で、

巡り合わせには夫婦共々本当に感謝して

おります。紆余曲折あって迷いが生じた

時期もあり、妻が出産をお願いした時に

は少々（かなり）太りすぎていて、突き放されても

文句の言えない状態でしたが、Ａ先生は見捨てるこ

となく本当に親身になって叱ってくれ、また心配し

てくれました。とても寛大な心で迎え入れてくれた

ことは本当に有り難いことでした。

又、食事や運動など生活面でのご指導も頂きまし

たが、指導だけでなく一緒になって毎朝、山登りの

運動をして下さいました。産婦人科でのお産を考え

ていたならば、こんな親身になって一緒に動いては

もらえなかったでしょう。いつもいつも真剣に向き

合って下さったからこそ絶対に信頼して「Ａ先生に

ついて行こう」と言う気持になれたのだと思います。

期間は短かったけれど、かなり濃密な

コミュニケーションをたくさんとって

頂けた事で、深い信頼関係を築けたの

だと思っております。

今回の出産を通じて、私達夫婦にとっては素晴ら

しい母を、我が子にとっては新しい祖母を手に入れ

たような気がしております。Ａ先生には、お産につ

いての知識だけでなく、生き方についてなど色んな

事を教わりました。特に「何事も自然であること」

がいかに大切かと言うことを、お産だけでなく、食

事を始め、生活全般について学ばせて頂いた気がし

ております。出産は妻一人のイベントではなく、二

人で乗り越えていくものであり、夫婦の絆をより一

層深めることができた最高のイベントとなりました。

今回、助産院での「自然なお産」で得たものは何事

にも代え難く、今後の家族のあり方や子育てについ

て考えさせられる、良い機会となりました。これか

ら出産を迎える方々にも“主体的で自然なお産”を

胸を張って薦めていきたいと思います。

最後になりますが、今回の出産にあたり、Ａ先生

を始めお世話頂いた多くの方々に感謝の言葉を贈ら

せて頂きます。 有り難うございました。

（ニュースレター No.54 より）

お産子の家イベント紹介
1日(火)10:30～ マミーハウス

4日(金)10:30～授乳相談室(予約不要)
6日(土) 7:00～太郎坊に登ろう会(雨天中止)
8日(火) 9:00～ 鍼灸の日

11日(金)13:30～ ベビーマッサージ

12日(土)13:30～ しあわせお産相談会

15日(火)10:30～ 産後／ 13:00～産前セルフ整体
19日(土)13:30～お産塾
21日(月)11:00～お産子マルシェ
22日(火) 9:00～ 鍼灸の日

25日(金)10:30～ベビーママヨガ
26日(土)13:30～ 八幡ママパパ

【おっぱい塾】10:00～
4日(金)お産子の家
10日(木)八幡湖東信用金庫
24日(木)安土コミセン
22日(火)水口まるーむ

八幡・助産院月の小屋
7月14日(月)10:00～13:00
ごちゃ混ぜチャンプルーな

居場所 猿の群れ

出店者募集中！
お産子の家前

湖東信用金庫駐車場
車でそのまま

乗り付け出店ＯＫ
出店料：

車1台分2,000円
車2台分3,000円

お申し込みは
osanko 2020

@gmail.comより
＊炎天下のマルシェ
各自、日よけ対策、
水分補給等
お忘れなく！

7月5日(土)10:00～15:00
トツキトウカの七夕マルシェに
（水口アルプラ海の広場）
妊娠出産子育て相談会で出店

7月4日(金)
18:00～21:30

commune
マルシェに

（日野町西明寺）
妊娠出産子育て
相談会で出店


